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サトク・ボグラ・ハンの墓廟をめぐって

濱　田　正美

　わが国における，イスラム化以後の中央アジア史研究の開拓者であられた故羽田野先

生が関心を寄せられた様々な内題のひとつに，サトク・ボグラ・ハンの改宗伝説があっ

た。先生は，カラ・ハン朝時代に既に成立していたと思しき伝承と，より後代の伝説の双

方の内容を紹介し，「この伝説体系を詳しく検討すれば，トルコ族のイスラム改宗の事情

を窺い，その後のイスラム化の進展を探ることも強がち不可能ではない」との貴重な示唆

を遺された［羽田！982：435］。本稿は，先師の験尾に付して，サトク・ボグラ・ハンの墓

廟に関する史料を収集し，葉トルキスタンの歴史上，宗教と政治の害い渉る部面において，

この墓廟が小さからぬ役劉を演じてきたことを睨らかにしょうとするものである。

1．現在及び先世紀の論証の状況

　サトク・ボグラ・ハンの墓廟（mazar）は，カシュガル東北約45キロメートルのAτtu§

（より古くはArtu鍾，より正確にはAstln　Artu墓，現今の発令ではrが脱落してAt鱈）の臨

に現存する。近年この地を訪れられた梅村坦，堀直両氏の御教示によると，墓廟がある場

所は，現在の市街地のはずれでアルトゥシュ河の河床（say＞に近いところであるとのこと

である。現存の建造物の様子は，例えば，毛剃統路古町諜（北京，1985＞に所載の写真など

から窺うことが出来るが，煉瓦作りの，恐らくは正方形の壁に入り母屋の屋根が載せられ

た何の変哲もない建物である。が，しかし，これは比較的近年（碧くとも1930年以降）に再

建された物で，少なくとも1874年当蒔存在していた墓廟はこれとは全く異なるもので

あった。即ち，この葎にここを訪れたHW．　Bellewの証需［Bellew！975：339］，及び彼

に同行したE．RChapmanが撮影した写真［Forsyth　1875：pho毛ograph　No．81＆No．82］

によると，廟は高いドームを頂き，四隅にはこれ又小さなドームを持つ塔を配した堂々た

る建造物で，全体が青・緑・黄のタイルで被われていたという。又東面するアーチ状の

入口を鎖す丈の高い木製の扉には，これが1838年，（当隣カシュガルのハーキム・ベグで
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あった）Zuh嚢r証D憩の改修に係るものであることを示すアラブ語の銘文が刻まれてい

たともいう。それから半世紀以上の後，1930年に若きHのGunnar　Jarrin9氏が見たもの

は，ただ小さなドーム（恐らくは：先述の塔〉ひとつきりであった［Jarring　1986：136］。

ヤーリング氏によると先の建物は地震によって崩壊したとのことであるが，その二代は

明らかではない。序でながら，！985年に来黙された三二大学教授Abdugukur　Muham－

med　Imln氏の直話によれば，建造物内部の回漕体にも銘文の類は一一切児られぬとのこと

であった。

2．墓廟に関する最初の記述

　周知の如く，サトク・ボグラ・ハンの墓廟に欝及する知られる限りで鰻古の史料は，

Gamd”1　al－1（argTのM～4！加脚オαZ一ξz4短なである［Bartol’d，　Soc”inenija　viii：98402］。14世紀

の留頭に成ったこの作品において著者は，煙滅して今には伝わらぬヒジュラ暦5世紀の

人Ab＃’1－Futuh　‘Abd　al一（i｝afTr（もしくは（｝affar）al－Ahna’Tの「カシュガル史sによって，サ

トクの改宗の経緯を述べ，「サトク・ボグラ・ハン・アル・ガージーは344（955－956）年に

没した。彼の墓はカシュガルの村落のうちのアルトゥジにあり，現在も栄え参詣されて

いる］　IJ　［Bartol’d　1898：！28］と伝えている。「現在（al－yawm）」」以『下黍よジャマール・カル

シー漁身の需葉であると解されようから，13・14世紀の交にサトクの二丁が存在してい

たことには疑闘の余地はない。但し，ジャマール・カルシーに二代的に先行する

Mahmttd　al－Ka99arlもNudzzd　al一　‘A　lamの無名の著者もアルトゥジの地名には需及する

ものの，サトクの二言については沈黙しているという，些か回しい事実も指摘しておきた

い♂｝

3．　翫’ブ読冠Rα澄㎡τ

　管晃の及ぶ限りでは，サトクの墓廟に言及する著作年代の明らかな第二の史料は，

Mψ罐灘α砺躍麺に遅れることおよそ二世紀半の7セケ雄がR鷹詔ガであり，そこには以下

の如くに記されている。

　Arnma　rnazarxt－i　Kaggar　awwal　Saittt！〈　Bugra’　gan　1〈i　az　nasl－i　Afrfisiyab　brtda　wa

gadd－i　Yifsuf　1．〈adir　Hxn　wa　Sul；an　llak　MadT　ast　awwal　1〈asT　ki　az　turk　musalmun　gud

vay　bitd　badTkT　dar　bab－i　vay　ki　awwalu　man　aslama　min　al－turki　Satiti〈　az　darwTgan

istimrma‘　uft：da　ast　1〈i　tawagguh　bi－rg！janiyyat－i　vay　fayd－i　‘a4Tm　bQbgad　［BL，　Or，157，

£222r］
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　「さて，カシュガルの墓廟はと言えば，その第一はサトク・ボグラ・ハン（の墓礪）であ

る。彼はアフラーシヤーブの繊霞であり，ユースフ・カドゥル・ハンとスルターン・イ

レク・マージーの祖であった。トルコ人のうちでムスリムになった最初の人物は彼で

あった。彼に関するひとつのハディースがあって，それは「トルコ人のうちにて最初にム

スリムとなる者はサトクである」と言うものである。ダルヴィーシュたちから聞いたこ

とによると，彼の霊魂に対する祈願は大きな利益をもたらすとのことであった。」

　ところで，awwal　kaSI以下の一節に対応する£．DRossの英訳にはやや問題があるよ

うに思われる。即ちそこでは，He　was　the　first　Turk　to　become　a　MusulmaR，　and　he　is

related　to　have　said　：　“Satuk　was　the　first　of　the　Turks　to　become　a　Musulman”　［E｝ias

＆Ross　l970：300］と訳されているが，　had煎の語訳に問題がある。というのも以下で

見る通り，「トルコ人のうちにて最初にムスリムとなる者はサトクである」との預言渚に

帰せられる，勿論偽作の，ハディースが実際に存在していたのである。思うにWスはこの

事実を無視したか，或はそれに無知であったため，このハデ4一スをサトク自身の欝葉と

理解し，かかる訳を捻り幽したものであろう。とまれMTrza　M癖a獄瓢aδ翠aydarの記述

から，彼の帯代にサトク・ボグラ・ハンの呼野が存在し，聖者廟としての崇拝を受けてい

たことが確認される。ジャマール・カルシーの伝える改宗誕には「アルトユシュの二つ

のモスクの縁起としての宗教的要素しか」1羽田1982：4471晃いだされなかった。その

後二世紀余りを閲するうちに，サトクは聖脅として崇められていたのである。この変容

の経緯を窺うには，故ABo斑baci教授の瑚語に倣って羽田先生が「近世の庶民文学作晶」

と称されたところの，聖者伝としてのサトク・ボグラ・ハン伝に検討を加えねばならな

いQ

4．　Ta4feira－i　Bugrdi　Ua－ni

　現在魑しい数のgeサトク・ボグラ・ハンのタズキラsと題されたチャガタイ語写本が，

世界各地の図書館に所蔵されている。いちいち精査した訳ではないが，現在迄に副噛し

えた限りではその内容はいずれも，サトクの子孫たちの物語が四一されているものも存

在するという点を除けば，羽田先生が紹介された梗概に合致している。ジャマール・カ

ルシーの所伝とこの「近世の庶民文学作品」との関係は些か微妙であって，プロットは完

全に一致するものの，またもや旧臣先生の欝を借りれば，「嗣じ登場人物，岡じ筋書きで

あっても，登場人物の役柄や舞台の道具立てはちがう。そればかりではない。劇そのも

のの解釈がちがうのである。最初は史劇に近かったのに，のちにすっかり宗教劇になつ
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ているといってもよい」。最も注懲される櫨違点のひとつは，ムハンマドにまつわるプW

w一グが付撫されている点であろう。郡ち前掲羽田論文の二回目a）に棺嚢する部分であ

るが，以下ペルシャ語で書かれたTa4flira一ぽBπg罐撫泌この作品については後述）に基づ

いてその大略を紹介する（カギ括孤内は原文からの翻訳を示す）。

　《預言者ムハンマドが大天使ガブリエルに導かれて天上界と地獄とを経巡ったMi‘r嬉

の夜，預三者は天上界において未生のサトク・ボグラ・ハンの魂に出会う。大天使は預

二者に，それが預三者の死後333回して，トルキスタンにイスラムを広める者の魂である

と教える。預三者は警び，「その蒔から，霊界（‘alam－i　rabXniyyat）においてこの聖なる霊

魂の教導に専心する。」地上界に戻った預欝者は，毎日一度かの霊魂のためにfatihaを読

舗する。その理由を教友の一人Ma‘ad　ibn　Gabalが尋ねると，預三者は「このファーティ

ハはトルキスタンの儒仰の砦の門の鍵を手にした人物の教導のためのものである」と答

える。その者の姿を現して児せて欲しいとのマーアードの願いに応じて二二潜が祈念を

凝らすと4！人の騎士の姿が現れる。その姿が消えたとき，預言者は教友だちに向かって

「トルコ人のうちにて最初にムスリムとなる者はサトクである」とのハディースを発す

る㌔》

　このプWローダが果たしている役劉に疑問の余地はない。それは，「史劇」を一挙に「宗

教劇」に変容させている。そして先に兇た通り，「ターリーヒ・ラシーディーsにこのハ

ディースが録されているという事実は，聖者伝としてのサトク・ボグラ・ハン伝が，遅く

ともミールザー・ムハンマド・ハイダルの生きた三代には既に成立していたtとを承し

ている。更に又，このプロローグの内容からこれが成立した時代背景を窺うことも可能

であると考えられる。注畷される第一点は，これがMi‘r嬉4吃枠物語りとして利用して

いるeとである。この物語りは広くイスラム世界全域に流布したが，ティムール朝支配

下の中央アジアもその例外ではなかった。1436－37年にヘラートで制作され，現在パリ三

民園書館に所蔵されている豪華なミニアチュールの故に有名な写本の存裾は，この二代

この地域におけるミーラージュの物語りの盛行を示しているように思われる。少なくと

もこの物語りのある程度の普及を前提しなければ，先に見たプロローグの成立は考えら

れない。第二には預三者がサトクの教導（tarbiyat＞に専心したと1杢べられている点であ

る。欝うまでもなく，スーフィズムではこの用語は，三三が弟子に与えるそれを意昧する。

91ダズキラ・イ・ブグラ・ハーニーsには更に「スルターン陛下は（中略〉教導を預欝者の

封印ムハンマド・ムスタファー一（中略）の聖なる霊魂から得た。（中略）現し世（醤a鵬，i

zahir＞では琢w嬉a　Abu’1醤a＄Sa斑an（中略）から教導を得た。彼の活動は聖戦に限られ
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たため弟子は持たなかった（£61v＞。」と述べられており，そのチャガタイ語訳の一写本で

は，サトクが預言者の教導を得たという一文に続けて「uwaySTになった。」と言う一句が

付け繍えられている［B圭bilioth的ue　Natio貧ale，　Suppl伽e鮭turc　1286，f77v］。

　現し身の師を経ず預誘者の霊魂から直接に導きを受ける蒋を，Uwavs　al－KarRTに因ん

でuwaysTとよぶことは恐らくは‘母毎rに始まるという［Husaini　l967：l12］。　GTdmTは

この観念を拡大し，既にこの世を去ったシャイフ，ピールの霊的教導を受けた者をウヴァ

イシーと称した［1｛usaini　1967：112］。とりわけ，ナクシュバンディーヤにあっては現世

の師承と同様にウヴァイシーであることが重視され，母撚加αの著者は，「この道統のう

．ちに需及されたこれらシャイフたちの多くはウヴァイシーであった」と紀している

［‘lral〈r（ed．）1975：14－15］。現撮と霊界にそれぞれ導き手を持つサトクのイメージは，

15世紀以降のこうした宗教的雰囲気のうちで醸成されたのではなかろうか。

　ところで先に欝及した『タズキラ・イ・ブグラ・ハーニー譲なるペルシャ語の作贔は，

実はサトク・ボグラ・ハンー人の聖者伝ではない。それは数多くのウヴァイシーたちの

タズキラの集成であって，レニングラードの写本についてみると，その第6章（bxb）が

Ab＃’LNa＄Sa1漁鳳第7章がSull瓠Sat韓B確戯耳a馬第7章に直接続く第3　faSlがア

ブー・ナスルの子耳w嬉a‘Abd　al－Futtallの伝記となっている。これには少なくとも二

種のチャガタイ語訳が存在することが知られているが，現蒔点では，このペルシャ語の作

品が他のすべてのチャガタイ語のifサトク・ボグラ・ハンのタズキラ」の基になったオリ

ジナル・ヴァージョンであると断言することは不可能である。しかしながら全般的に

言ってチャガタイ語作品のペルシャ語への翻訳は，ナヴァーイーの一部作晶などを例外

として殆ど皆無であること，又東トルキスタンにあっては，18世紀に至って漸ぐチャガダ

イ語がペルシャ語に対して優位に立ち，多くのペルシャ語作品がチャガタイ語に翻訳さ

れたことを考慮するならば［Hamada　1990a：102］，ペルシャ語のサトク伝がチャガタイ

語のそれらに先行すると考えてもまずは過たぬであろう。

　敬ズキラ・イ・ブグラ・ハーニー＄の著者（もしくは編者）に闘する情報は錯綜を極め

ている。レニングラードの東洋学研究所の写本D112には著者の名は兇えないが，岡研究

所が断蔵するチャガタイ語訳の写本Dl14のコロフォンには，「耳w確a　M噂蹴磁ad　SarTf

（中略）が生涯を費やして編纂し，著述の糸に繋いだこの奇跡的（な書物）の元の需葉は，雄

弁なる説開と幽玄なる教示を備え，ペルシャ語によって荘厳されていた5｝。ll［f．282r］と

あって，ムハンマド・シャリーフなる入物が著者として挙げられている。困みに訳者は

Muhmmad　Guda　b．　Muhammad　IbrahTm，翻訳は，1！83年ムハッラム月21田（1762／6／19＞
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Tokuz　Kent　wilayatlのMakul頭の地で完成されたと1：言己されている。～方，ウズベク共

和園科学アカデミーには，このペルシャ語作晶の写本が5本所蔵されているが，それらが

冠する著者名は岡一ではなく，Mulla耳a舘τ，　Allmad　Sa‘d　a1－DTn　a1－UzganT　al－

Namangany，‘王batd　Allah　al一魏1a慾d‘Abd　al－SahTd　b，‘Abd組一耳amTd　Samarl〈andiという

三人の名が兇える［Sobranie　1975：2041。更にブレスラウ所在の写本の著者名は

A麺｝ad　b．　Sa‘d　al－DTn　Alar誼であるらしい［Storey　l970：388］。構成にも若干の構違

があって，レニングラードのD112は，45のバーブと30のファスル（但第16は存在せず）か

らなり，第18以降の12のファスルは女牲の聖者に嶺てられているが，アフマド・ビン・

サード・アッディーンに帰せられる一写本は52のバーブを禽み，その第41から後が女性

のウヴァイシーの伝記であり［Sobranie　1975：202－204］，イバード・アッラー・サマル

カンディーに帰せられる作贔は，40のバーブから成るだけで女性塁者の伝認を念まない

［Sobranie　1975：204－206］。かかる混乱を繭にして，Hof！nan氏はムハンマド・シャ

リーフとアフマド・サード・アッディーンが実は岡一人ではなかったかとも疑い，さも

なければ一方が他方の著作を「利用」したのであろうと推測している［Hofman　1969：

184］。上記4名（もしくは5名〉のうち誰が真の著者であったかを決定することは現段階

では不可能である。しかしながら，少なくともムハンマド・シャリーフなる人物は，次に

要る如くこの作贔の著者と鐵されるに適しい経歴の持主であった。

5．ホージャ・ムハンマド・シャリーフ

　この人物の経歴を知り得るのは，彼の／耳底Ta4kira－i　Uze，dga、Mukamnzad　Sarifのお陰で

ある。筆者が寄接囲賭し得たのはレニングラード（A237，C582），パリ（フランス学士院

MSS．3355－3），ルント（ヤーリング・コレクションprov．164，　prov．　171）の5種の写本で

あるが（ただしパリ写本には脱漏あり），いずれの写本にも著者名及び著作ま1三は兇いださ

れない。これらはすべて散文の作品で，多少の語句の出入りはあるものの1司一作品であ

ることは明白である。一方17世紀から18世紀にかけて生きたと忍しいDahl了なる詩人の

手になる韻文のタズキラも存在し，その著作無は1155／1履2年である［lmin　TurSUR　1985

：478－555］。散文，韻文双方の作晶の内容には相違がなく，詩人は散文の作事を忠実に窺

いたと考えられる。果して然らば，散文のタズキラの成立は遅くとも17世紀末土砂とい

うことになろう。以下主としてレニングラードのC582写本によりつつ，この内容を要約

して紹介する。

　《ホージャ・ムハンマド・シャリーフはサイラムの生まれであるが，7才のときに父を，
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12才で母を失い孤児となってサマルカンドへ赴いてマドラサ（ウルグ・ベクのマドラサ

と明記した写本もある〉に入り，そこで30年問勉学修行に励む。一夜：マドラサのうちに馬

蹄の音が響き，彼の部屡の前に二人の騎馬の人物が現れる。即ちアフマド・ヤサヴィー

とサトク・ボグラ・ハンである。サトクはムハンマド・シャリーフの手を取って荒野に

連れて行き，「我を慕うならばカシュガルへ来よ。彼（ヤサヴィー〉を慕うならトルキスタ

ンへ行け。」と言い置いて消える。ムハンマド・シャリーフはカシュガルを指して出発し，

そこに至ってサトクの墓所を尋ねて，「アルトゥシュの地のマシュハドという村」にある

と知る。彼はそこに赴き，あるバイの家に泊り，このバイに墓所の在処をたずねると，「こ

のバイは先に立って行って，石だらけの場所（ta曲尽）を示した。墓所の標しはなく，ホー

ジャは愕然とした。ホージャ挽下はその夜そこで祈念（tawa99uh）した。三日目の夜饅

前にスルターン陛下が姿を現した。サマルカンドのマドラサで見た通りの姿であった。

（彼は）尋ねた。や一，ムッラー・ムハンマド・シャリーフ，御苦労。ここで嘉して座して

いるのか，と。ホージャ隠名は敬意を払いつつ，おお世界の慰主よ，某の有様を尋ね御教

承を授けて行かれました。幸ある御跡をお慕い申し上げてやって参りましたが，晃つけ

ることが出来ず愕然としておりました，と配った。スルターン陛下は，ムッラー・ムハン

マド・シャリーフよ，有難し。我も亦汝が我を慕うて来ることを望んでおった。汝よく

ぞ来た。我が墓所はここではない。此方ぞ，と指し示した。」かくてムハンマド・シャ

リーフは歴は香料をひさぎ夜はサトクの、霊に会っていたが，宿を貸すバイは不審に思い，

後を食ける。サトクはムハンマド・シャリーフの不注葱を欝め，メッカ巡礼によってそ

の羅を償うよう命ずる。》

　このタズキラの主張するところに従えばムハンマド・シャリーフは外ならぬサトク自

身のウヴァイシーであったということになる。一Pt一にもう一点，彼が臨指す墓所を見付け

られなかったという件は注鱒に値するであろう。このタズキラによれば，ムハンマド・

シャリーフは973．aEに95才で没したと言うから，単純に計算すればその生年は878奪，孤児

になったのが12才のことであるから890年，それから30漉してカシュガルへ赴いたのであ

るから，これは920／1515二年の出来事ということになる。「ターリーヒ・ラシーディー』の

完成（953／1546－7）に僅かに先立つ時点において，サトク・ボグラ・ハンの墓廟は完金に

荒廃に帰していたのであろうか。元よりタズキラ類の示す紀年に全幅の儒を置き得ぬこ

とは意うまでもない。が，少なくともムハンマド・シャリーフのタズキラは，サトクの墓

廟の再発発と興隆の功を彼一入に帰しているのである。更に欝えば，以下に怠る如く，彼

は失われた墓所を冤つけ出す霊的能力の保持者でもあった。
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　《様々の奇跡を現しつつメッカ巡礼の帰途についたムハンマド・シャリーフは，インド

を経てラホール（複数の写本でDahar）に至り着く。夜，諸聖人の霊魂（arw海i　layyiba）

に祈念していると，一一人の人物が眼前に姿を現し，自分は300年繭にこの地に葬られたム

フティーであるが，塵が入った右眼が痛むから，これを取って呉れと依頼する。翌田ムハ

ンマド・シャリーフが人を集め土を掘り返し始めると，地主の老婆は怒って丁度狩に来

会わせた‘Abd　a1－RagTd　Hanに訴えに及ぶ。ハンがヤサウルを派遣して棺を開くのに立

ち合わせると，果してホージャの需の通り，右鰻に刺があった。報告を受けたハンはホー

ジャに面会し，ヤルカンドに岡行して弟子になった。その後「ホージャ挽下はハンの許し

を得・て，私は行って我が師（の墓所）を左邊（tawaf）しよう，と欝つた。ハンは三田行程の

ところまで来て兇送って戻った。貌下はマシュハドに至り，スルターン陛下（の墓所〉を

逡つた。カシュガルの貴顕たちはハン陛下が御手を与えられたことを聞き，すべての

人々が布施（nadr　niyaz　6｝）を手に来たって弟子になった。四六はスルターン陛下の教導

の下に7年間留まり，シャイフの務めを果たし，如何なる布施も修行道場のために費した。

モスクを建て，イマームとムアッジンを定め，土地をワクフとし，シャイフ，イマーム，ム

ァッジン，掃除人のために定めた。ハン陛下は毎年二，三度訪れては，スルターン陛下（の

墓）を蓬り，ホージャ挽下と法話（輿hbaのをなされた。ホージャ言下の奇瑞によって，マ

シュハドの水が湧き出し，いくつもの村に人が住むようになった（abad　boldi）。この入

が住むようになった訟訴を［ハンは（一写本による）］マザールにワクフとして寄一話し

た。」》

　ムハンマド・シャリーフとアブド・アルラシード・ハンとの親しい交渉は，他の史料

によっても裏付けることが出来る。即ちSah　Muhammad　Curasは，ハンの長子‘Abd

al－La重ifが，カザフ，キルギズと戦って戦死したとき，ホージャがハンを同道してサト

ク・ボグラ・ハン廟へ赴き，加護を祈願し，出師の許しを与え，自らは「聖者たちの参詣に

専念し，ヤルカンドへ行った。」と述べている［Akimugkin　l976：text，117）］。同じ事件は

ムハンマド・シャリーフのタズキラでも言及されているが，そこでは出来事は俄然神秘

の色彩を帯びることになる。

　《ハンから話を聞いたホージャは，「この事は聖者方の御加護なくては叶うまじ。聖者

方の霊魂に祈念して，何を御下命になろうともその如くになされよ」と奮って，（サトクの

癩ではなく）YUsufモ（adlr奪anの山高へと赴く。すると，耳idr，ウヴァイス・カルニーを

始めとする聖者たち（awliya　AI1δh），サトクを始めとする聖戦士たち（頭zT）が影向して，

「ヒズル二三一彼に平安あれかし一は，我はハンとともに行こう，と欝われた。スル
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ターン・サトク・ボグラ・ハン陛下は，我々（即ち戦士たち）のうちからは，ユースフ・カ

ドゥル・ハン・ガージー陛下が行くであろう。シャイフたる聖者方のうちからは，Sayも

耳asan　Ba鱗，　Sayb　Gunayd　B確d認丁，　Say奪Na9斑a｝一DTn　Kubra三下が行くであろう，と

言われ皆これに同意した。」ハンとホージャはそこを繊て，更にいくつかの墓嘲に参詣す

るが，そこでも聖藩たちは皆影向する。「翌撒，ハンは全軍を率いて出陣し，行ってキルギ

スたちをイッシク・キョルという地で発兇し，20欝闘戦った。ホージャ税下はこの20属

間に残りのマザールに参詣し，（ハンの〉背後から，加護を求めて送った㌦」凱旋したハ

ンはホージャを説いてヤルカンドに伴う。ホージャは輩a徳a琢の地にハーンカーを設

け，様々のマザールを三晃するという奇瑞を示しつつ，973隼の死に至る。Muhammad

Wa1T　＄gftが彼の後継者となる。》

　以上大要を紹介して来たムハンマド・シャリーフのタズキラを．児れば，先にも述べた

通り，彼こそは鞭ズキラ・イ・ブグラ・ハーニー誰の作者’に擬せられるにふさわしい人

物であったことが明らかである。彼はサトクのウヴァイシーであり，サトクの墓所を再

発兇し，時の政治権力者アブド・アルラシード・ハンをしてこれを崇拝させるとともに

自らの弟子とし，マザールに多くのワクフを設定したのであるから。故Fletcher教授は，

ムハンマド・シャー］　一フがUwaysiyyaという教顯を癌il回したと0）べている［Fletcher

1985：23｝。筆者は不敏にして，この教ほiの名が晃える史料を今のところ明らかにし得な

い。しかし，サトク・ボグラ・ハン麟とムハンマド・シャリーフの三三への儒御を核と

するまさしく三二と呼ぶに簸する組織が存在したことは十分に推測可能である。アブ

ド・アルラシードの次子で父の跡を継いでハンとなった‘Abd　aLKarτmとその宰相

暮w嬉a‘Ubayd　A11葡は，ムハンマド・シャリーフの後継考であるムハンマド・ワ

リー・スーフィーの弟子であった〔澤田1987：68］。先述の詩人ザリーリーもこの教醐

の一一鐘と思しく，サトクを讃える一編のガザルをも残している［hmin　Tursun　1985：

232］。更に又ムハンマド・シャリーフの癬1統を受け継ぐと称する者も存在した。｛列えぱ

1864二年に勃発した清朝に対する大反乱に際し，イリ地方の権力を掌握した旧のハーキム

Mu‘a4gam撫nに関連して，彼の高祖はトゥルファンのAmfn耳w嬉a，その父はMulla

Niyaz耳w聴a，その父はホージャ・ムハンマドゼシャリーフであると伝えられている

lPa擬usov　1881：47－48］。もしこの所伝に誤りなくんば，トゥルファン郡王家はムハン

マ1“一・シャリーフの子孫ということになるが，エミーン・ホージャの時代のものと思し

い溺の史料には，ニヤーズ・ホージャの父は「＄曲耳w礪aとして知られたるMlr　li　abτb

Allah　W段h　AII紬」であると詑されている［Temir　l961：！95］。このスーフィー・ボー
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ジャは，或はムハンマド・シャリーフの後継者ムハンマド・ワリー・スーフィーその人

を指すのであろうか。もしそうであるなら，トゥルファン王家は1組統ではなく道統に

よって，ムハンマド・シャリーフにつながっていたことになる。が，いずれにしても，ウ

ヴァイシー一教國がタリム盆地の東方へ向かって三線を拡張したであろうことは，轟時の

情勢からも窺うことが出来る。即ち，ウヴァイシーーヤはサトク麟に対する権利を縣参者

に奪われたため東方への進患を余儀なくされたのではないかと考えられる節があるので

あるが，そのまえにモグーリスターンのハン家とサトク癩との関係を一瞥しておきたいfi

6．モグーリスターン・ハンのヤルリグ

　現在ルント大学図書館には，G．Raquetteによって棄トルキスタンからもたらされた7

通のモグーリスターンのハンの三審／yarllg）が所蔵されており，そのうちの2通はサト

ク・ボグラ・ハンの廟のシャイフに与えられた叙任状である。その全文を紹介するには，

文書形式の閲題等について些か煩蟄な議論をしなければならなぬのではあるが，それは

7通をまとめて取り扱う予定の甥1稿に譲り，ここでは本稿の論旨に関わる点にのみ欝及

することにする。

　2通の文書，prov226とprQv．227はそれぞれ，S“甑amτn樋mad耳翫とMuhammad

王smぎT1耳anの名において発せられたもので，前者の日付は，1015．　．L，1・i三イヌの年rabT‘al－

awwal月初旬（！60磁｝1三7月7一・16　IE，1　），後者のそれは，1088犀サルの烹｛il繕a頭d　al頑琿（m

gu1懸虚al．aiklr）月…iて旬（！677奪8月『’ド／gl／ilj）となっているVl。　prov．226は鋼落が甚しく解読

は著しく嗣難であるが，輿昧深いことにその文言は殆ど完全にprov．227に一致するため

内容を復元することがほぼyI∫能である。もっとも残念なことにはprov．227も文書の左端

が数語分欠落しており，文脈を把握し難い場合もある。

　2逸の文書は，ハンの弟た：ち，息子たち，ハン鐵の貴顕と諸役人，「就中，アストゥン・ア

ルトゥジの村の上に立つ麺kimとdar確a＿　たちを始めとする大小の煮ども凄w確a，

きar藪（双方とも商人を指すか），人民に」（7－8行。掃数はprov．227による。以下園じ。〉

以下のことがらが明らかに理解されかし，という前文で始まり，9行閣には，awwak　man

aslania　min　a1．turki　a］　．S　atu　1｛という例のハディースが金字で記されている。以下は10行

醗以降の和訳である。（ローマ字翻字は本稿末昆に承す）

　（IO）かくの如き利益灼然の光輝に満てる墓麟及びそのワクフに先祖代々シャイフ，

m漁w認τ遮a4T（（フ）任に就いて）来た（が故に，〉寅のハンたち，過去のスルターンたちは

（ig　a）地位：を）承認し，この．．．（11）人々を・与えていた。この故に我も亦，上述の者のシャ
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イフ，ムタワッリー，カーディー職を承認し，勅書の内容に鑑みて＿（12）Ni鐸m募w聴a

をシャイフ，ムタワッリー，カーディーとなした。この光輝に満てるマザールの墓所

［maghadという語は，元の一一語を消去した上に別筆により書き加えられている。1の近隣

に住いする（二三）奉仕の者，旅人，土地を持つ者，或は土地なき者どもは，この尊師に対

し．．．（13）世界が服従すべき，太陽の徴たる，天の如く高き（この勅書を〉見るや，上述の

者をシャイフ，ムタワッリー，カーディーであると知りて承認し，何人もいや何者も，この

掌ある墓所と上述の土地への（14）通行を阻害，妨害し，不便，迷惑をかけ，安穏を乱す下れ。

又上述のワクフの土地を（耕作×15）し，b融となしている養たちは，汝らの十分の一三を

旧来の定めに従い正しく整え，白きシャリーアの捉に従って納めよ。上述の者をシャイ

フ，ムタワッリー，カーディー．．．（16）又，彼への敬意を彼に適しく実行し，彼の考え，意

晃を外にせず，その命令を義務と心得て，命じられた仕事の奉仕〈を粗wac：）（17）する勿れ。

この上述の土地を許可なく承認なく占有し，耕作，建築する回れ。耕作，建築している者

どもが，命（じられた義務を）（18）実行せぬ場合には，上述の者に，取り上げて奉仕する者

に与えよとの命令を我らは与えた。（以下略〉

　文書はこれ以下，免除されるべき税罠を列挙し，勅書に蕎違せぬよう命じる文言を以て

終っている。

　この文書史料から明らかなように，17世紀，サトク・ボグラ・ハンのマザールのシャイ

フは問時にマザールに付属したワクフの管理者であり，アルトゥシュの村のカーディー

でもあった。ワクフ地はウシュルを除き，すべての税の免除をハンの権力によって保証

されていた。たとえそれが，ムハンマド・シャリーフのタズキラに書うところの，聖看の

奇瑞によって湧出した水によって潅灘された土地ではなかったとしても，墓廟がワクフ

を有したことは疑いの余地なく明由である。文書の「先祖代々，シャイフ，ムタワッリー，

カーディー（の任に就して〉来た」という文誓からは，シャイフの地位が世襲であったこと

は明かであるが，先に晃た通りタズキラには，ムハンマド・シャリーフは，7黛間シャイ

フの職務を果たし，その後ヤルカンドへ移ったと述べられているのみで，後のシャイフに

ついては知る由もない。従って，文書prov，227に兇えるイスマーイール・ハンによリ

シャイフに回せられた（もしくは，その地位を安堵された）ニザーム・ホージャなる人物

が，ムハンマド・シャリーフの道統もしくは血統に連なる者であったか否かは詳かでは

ない。しかし，これらの文書の存在から，アブド・アルラシード・ハンのサトク廟への三

三がその子孫によっても継承されていたことは十分に窺うことが出来る。
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7．　Mahdum－zrmada

　サトク・ボグラ・ハン廟が，モグーリスターンのハン家を始めとするカシュガリアの

住民から崇拝され，その規模は不明ながら相嶺のワクフをも’有していたのであるからに

は，この地方における宗教的指導権を獲得しようと望む者たちが，この廟を霞らの影響下

に遣こうと努めたことは，いわば当然の成行きであった。ムハンマド・シャリーフにお

よそ一世代遅れて，カシュガリアに来った耳w確aA麺ad　Kasan了即ちM亀d銭1n－i　A‘多am

の子孫たちもぞうした試みを行った形跡がある。

　マフドゥーミ・アーザムの子球w嘘als阜撫WaLが，ムハンマド・シャリーフの後継

者であったムハンマド・ワリー・スーフィーの妨｛のためにカシュガル，ヤルカンド地

方での三線の拡大をひとまず断念せねばならなかったことは，既に澤田氏が指摘してお

られる通りである［澤田1987：68］。当蒔，イスハークがカシュガリアに自らの宗教的権

威を樹立しようとするなら，既存の権威であるウヴァイシーヤと競合し，これに勝利する

必要があった。そのためには，ヴヴァイシーヤをその宗教的権威の源果であるサトク・

ボグラ・ハン廟から切り離す，もしくはイスハーク（及びその子孫〉が顯に対する麟分た

ちの關有の権利を主張するという戦略が有効であった筈である。そして事実彼らはそう

した主張を行った。

　自身，マフドゥーミ・アーザムの子孫のうちイスハーキーヤの熱烈な支持者であった

シャー・マフムード・チョラースが1105／1693勾三と1！25／1713年の閾に著したAnis　al－

4ttlibinには次のような一節が晃える。

　「さて，マフドゥーミ・アーザム下下一神よ，彼の秘密を清めたまえ一は，スルター

ン中のスルターン，サトク・ボグラ・ハン陛下とスルターン・イレク・マージーの子孫

であられた。（このことについては〉この書物の留頭に書かれてある。彼は可視世界の支

配権を放棄して霊界の王圏へと赴いだ％」

　サトクの子孫であるが故に，マフドゥーミ・アーザムには現世の支配者たる資格が本

来備わっていたという主張は注関に値しよう。「この書物の冒頭に書かれてある」ことと

は，疑いもなくマフドゥーミ・アーザムの祖先Burhan　al－Dln琴111こに関する伝説を指す。

後の乃雄諏4亙”嬉㎎伽の冒頭にも発られるこの物語りによればm，メッカの住人Kam－

al　al－DTn　Ma鍾nanが，フェルガーナへやって来て，その地の支配者であった（カラ・ハン

朝の）Kレク・マージーの娘と結婚して生まれたのが，ブルハーン・アッデK一ン・クル

チである。従ってマフドゥーミ・アーザムの一族は，遙か古に母系によってサトク・ボ
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グラ・ハンの難し統に連なることが主張されているのである。ブルハーン・アッディー

ン・クルチの名はティムール朝史料やBabz〃・・7tdmaにも言及されておeo　1：11，中央アジアで

広く崇拝されていた聖者である。彼に関する伝承の成立と変容も極めて三昧深い閥題で

はあるが，ここでは，ことマフドゥーム・ザーデの聖者伝に開する隈り，そして管見の及

ぶ限りでは，この伝説はイスハーキーヤ（黒山党）の所伝にのみ兇え，これと対立抗争した

マフドゥーム・ザーデの他の一町イーシャーニーヤ（白山党）の側の伝承には発あたらぬ

ことを指摘するに比める。思うに，イーシャーニーヤが，耳w磁aAf繊とアプド・アルラ

シード・ハンの娘との婚姻によって，ハン家の泊圭統に連なることを誇り，t翫a（モンゴル

語t6ra，王侯〉を称し得たのに対抗するために，イスハーキーヤの側にあっては，サトク・

ボグラ・ハンの鋤統に連なることを主張しなければならぬ，より切実な必要牲が感じら

れたのではなかろうか。そうした事情はホージャ・イスハークの母に関するイスハー

キーヤの側の伝承の変化からも窺うことが繊来る。即ち，シャー・マフムード・チョ

ラースによれば彼女の出門は以下の通りである。

　「アジーザーン挽下く竺ホージャ・イスハーク）の倒：は，カシュガルのサイイドの出で，

Sayyid　Piyaw　al－」）Tnの子孫の一人であった。スルターン・：x・一ヌス・ハンの時代に，

サイイド・ジヤふ・アッディーンー一一一彼の墓を照らしたまえ一一に，使節の任が授けら

れた。このサイイドに関してはミールザー・ハイダル・ドゥグラートのターリーヒ・ラ

シーディーに述べられている。この故にアジーザーン李下をマフドゥーミ・アー’・’ザムは

カシュガルのホージャとお呼びになつだ㌔」

　つまり，イスハークの母は，彼女がカシュガルのサイイド・ジャー・アッディーン1’f）の

娘もしくは子孫であると述べられているだけで，サトクとの関係には触れられていない。

ところが，これより後代の文献では彼女はサトクの子孫であると主張されるようになり

ジャー・アッディーンの名は鰻畢兇られなくなる。例えば9’タズキラ・イ・ホージャ

ガーンgでは次のように述べられている。

　「（マフドゥーミ・アーザムの〉いま～人の妻の名はビービーチャ・イ・カーシュカ

リーと言い，スルターン・サトク・ボグラ・ハン・ガージーの子孫であった。即ち，神の

獅子アリー（の如き）ホージャ・イスハーク・ワリー，彼（マフドゥーミ・アーザム）のこ

の貴き御子は，この妻から（生まれた）のである1％」

　以上ご．つの予告の闘に変化が生じるに至った理由は飼であろうか。濾測を逞しくすれ

ば，この伝承の変更一恐らくは作意的な一は，サトク覇にまつわる権益からイーシャー

ニーヤを排除せんとするイスハーキーヤー側の意園に出るものではなかったかと考えら
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れる。マフドゥーミ・アーザムが，ブルハーン・アッディーン・クルチを経てサトクの

亙lltを引いていると主張する限りでは，イスハークの一予孫とアーファークの子孫の闘に違

いは生じない。しかし，イスハークの母がサトクの子孫であったとすれば，その子孫は母

系によリニ重にサトクの撤統に結ばれることになり，アーファークの子孫より優位に立

つことができよう。

　如上の推論にある程度の妥轟牲を認めることを支持する文轡．史料がヤーリング・コレ

クシ3ン中に発兇されるg即ちprov．222であって，この文書はすくなくとも清朝による

東トルキスタン征服の前夜において，イスハーキーヤがサトク・ボグラ・ハン廟を自ら

の影響下に麗いていたことを確証するものである。文書の文字は概めて鮮明ではあるが，

行文には難解な部分が少なからず存在する。敢えて全訳を試みて，読者の批正を仰ぎた

い。（この文書の右肩には，　badrat－i　mazay，　mazarという二つの書き込みがあり，文中に

は計5簡所単語の代わりに二三斜線が引かれている三所がある。これは，これらの箇所

に右回の語句を代入して読むべきことを示している。なお，ローマ字翻字は本稿来尾を

参照。〉

　　　（1＞彼に栄光あれ（と讃えられるべき神の）御名によりて

　　　（2）神の預三者の後＝蕎の精髄

　　　（3）ホージャム・バーディシャー陛下の聖なる命令により

　　　（4）カシュガルの地のハーキム，イシク・アガベグとべグたち，当代の貴顕（5＞名

だたる紳士たちのすべてを始め，大小の者金澱，就串，アルトゥシュの地σ）当今の有力者，

（6）及びシャイフたち始め，総ての民草にかくの如く明白，明瞭に知られかし。マシュハ

ドに存する光輝に満てるマザールに対し，（7傑，現世の因縁と霊界の因縁を併せ持ちた

るが故に，往古よりマザールのシャイフたちは，我らが（8）気高き父祖，偉大なる祖先た

ちにより任じられて来た。この許し（？）の故に我らも亦，シャイフ・ホージャに対し，

（9）マザールのシャイフ職の承襲と資格の申請を認可した。（ところが）実に，彼が現し

世から永遠の世界へと旅（10＞立った仕儀により，彼の息子ミール・ホージャに，（その）能

力と資格を顧慮することなく（？）（ll）マザールのシャイフ職の申請を許可した。その条

件は以下の通りである。上述の者は，又凝たに出環した宗派と異端の事柄を（12）行わず，

兵を徴募する者たちによく用心し，これらの人々を自らの保護者，指導者とは晃なさず，

（13）常にムハンマドの宗教，ムスタファーのシャリーアを実行し，（その）命令（と）禁止を

遵賞し，撫らを善性と（14一）純潔によって持し，如何なる蒔も，光輝に満てるマザールへの

奉仕に欠失あらしめず，（15）泰仕の義務をその義務に適しく実行すべし。彼がこの掟に
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鷲まる限りは，粥渚も非難攻撃（或は）昧方になれとの要求を（？？）（16）する勿れ。さも

なくば，この光栄に対し，何入かが高貴なる望みを数多く表明するならば，終にはその蕎

が名誉を受けることは（17）必然である。古入の欝の如く，幸福に到達せぬ者はその資格

無き者なり。然らざれば，今求むる者は資絡有る者なり。（18＞誠に，この完壁なる助言忠

告を上述の者に与えつつ，トリの黛，（19）1155年ラビー・アルアッワル月5振｛（！742／5

／10）恩寵の書は書かれた。

　文轡の右上には「琢wa鍾a．Ya‘1〈ab　ibn耳w嬉a　D搬lya1‘a塚darad　az娯ご1営alal　l143」と

亥弓まれた水滴型の印が押されている。文書の第15行の後半以降は特に難解であるが，案

ずるに，先に述べられた条件を遵守せぬ場合にはシャイフの地位をそれを望む他の者に

引き渡すという意味ではないかと考えられる。

　文書にはサトク・ボグラ・ハンの名は鷹狩には葺及されていない。しかし，「マシュハ

ドに存する光輝に満てるマザール」がサトク廟を指すことに疑いの余地はない。上引の

ムハンマド・シャリーフのタズキラにも兇えた通り，孤a甑adとt、う普通名詞は，アフガ

ニスタンの同名の都市の場合と同じく，サトク麟がある村の闘衡地名になっていた。「現

世の因縁」というのは，前述の如き，イスハーキーヤによるサトクの上口統の継承を指すの

であろう。「籍たに出現した宗派」とは，或はイーシャーニーヤを卑しめて則ったものか

も知れない。詳細に検討すれば，この文事からはジュンガル支酬時代に関する更なる情

報を引き出すことも可能であるが，ここではホージャム・バーディシャー即ちイスハー

キーヤのホージャー・ヤークーブがサトク廟のシャイフを任命していたという事実だけ

を確認しておきたい。

8．　Sayb　Abtw　M￥r　Akmad

　上述の如く，清朝征服の前夜にあってはサトク廟は確かにイスハーキーヤの勢力下に

あった。その後およそ一世紀の間の経緯は全く不明であるが，19世紀中葉のシャイフは

イーシャーニーヤの与党の者であった。即ち斜黒門渾刃引愛即納として清朝史料にもそ

の名がみえるシャイフ・アホン・ミール・アフマドである。ワリハーノブによれば，「アル

トゥシュのシャイフ・アホンは，カシュガルに；投げる最も裕福で無二の胆力な白山党人」

であった［Vali』anov　1962：333］。1857年の所講ワリー・ハンの反乱に際して，この人

物はワリー・ハンに昧評して娘を与えたが，二人の慰子共々清朝翻に捕らわれ処刑され

た。（ベリューは二人の患子とともにとも［Bellew：338］，長子のミール・ワリーととも

に餅網されたとも〔Forsyth　l875：189］伝えている。）ワリハーノブはこの事件薩後に
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カシュガリアに入ったのであるが，清朝に没収されたシャイフの財産は，広大な1二t＝地，何

軒もの家，多董の穀物の貯え，それに土地の入閾が断言するところでは，ヤンブー（即ち元

山銀＞50万から成っていたと伝えている［Valibanov　1962：345］。ミール・アフマドの

他の上人の患子，‘Abd　al－R麺加，　lsma‘Tl，　Ma麺udはコーカンドへ逃亡したが，1861黛

（威豊1！＞アブド・アルラヒームはカシュガルへの侵入を試みて失敗し捕らえられた［方

略：二八，威豊十一年六月十五tt］；同，二十一㍉八月初七日条］。マフムードはBuzurg

耳itn，Ya‘k嚢b　Begの一行に捕わってカシュガルに戻り，ヤークーブ・ベグから，以前の規

模には及ばぬものの旧領を安堵され，400人の騎兵を自らの収入で養っていた。マフムー

ドに直接灘会したベリューは，彼がサトク・ボグラ・ハンの子孫であり，その家系は7世

紀に亙ってアルトゥシュの支配者であったと述べている［Bellew　1875：333］。

　1877奪，二二1業鷹環ぐの清高は新品を再征服した。翌年2月（光緒4年正月），劉錦巣は：ロ

シア領内に逃亡した曲彦虎の送還を要求するため，トルキスタン総督カウフマンとアル

マアタの将軍コルパコフスキーに宛てた書簡を持たせて「回縢馬木提」なるものを派遣し

た佐宗巣：奏稿巻五十二，探知白彦虎経俄密安概托呼島地：方摺］。ところで，レニング

ラードの粟洋学研究所には，7冨r砂2z吻ηα4　Ya　‘knb　Uanという題を持つ一1写本（B772）が

所蔵されており，その末1…釜に近い部分に清朝側の記録に符節を合する短い記述が兇られ

る。

　「L亘前Da漁（カシュガル道心であった羅長鳥を指すことに疑いはないが如何なる漢

語を写したかは兇当がつかない〉は．．．又…月休養せよ，その後に任務を命じよう，と

需つた。一一月後，タシュケントの総督（gub宙na舞〈guber難ator＞ζア～レムータの将軍

（藤n照1＜general）にli欝簡を書いて，彼はやって来た。マフムード・ハン・ベグは旅宿を

重ねてアルムータに至り，ICIfa－kpaskT（〈K：olpakovsl〈ij）二軍と二二よく厳：i会して書簡を

乎渡し，タシュケントへは赴けなかったため，返書をアルムータで受けとってカシュガル

へ戻った（£71r－v）。」

　アルマ・アタへ派遣されたこのマフムードなる人物がアルトゥシュのマフムードその

人であったことは，この写本のコロフォンの記事から明らかである。即ち，この『ター

リーヒ・ナーマ・イ・ヤークーブ・ハンsの著者は外ならぬマフムード霞身であって，

「著者たる我，ミール・アフマド・シャイフの子，マフムード・ベグは貧しく，卑小にして，

獲椰子の実の薄皮より小さく，諸物のうちの極小なる者ではあるが．．．men　mu‘allif

Ma＃mlld　Beg　walad－i　MTr　Aljinad　Saylj　traryb　lja！〈ir　kamtar　az　kasmir　1〈alTl　al－bidfi‘at

olsam＿（f．72r＞llと記されている。マフムードは三二なる理由からか，この作晶ではサト
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クの名にも亦その墓鯛にも金く蕎‘及していない。この作贔が完成したのは！316年ラジャ

ブ月第一1叙1898／9／15）であるが，著者の当時の境遇についても具体的には語られてい

ない。一方これより先に東トルキスタンを調査したF．Grenardは，中圏人は再征服薩後

マフムードをハーキムに任命したが数力肩後に追放したとの伝聞を伝えており，やや皮

肉にマフムードの運命を歌った民謡を採録している［Grenard｝898：101－103｝。

9．　Sayg　Mansur

　グルナールが採録した民謡には，マフムードはコムルに流され，「マフムード・ハンの

子供たちはアルトゥシュで孤児になった」と歌われている。その子供たちのうちの一人

なのか，或はマフムードー一族とは関係のない人物なのかは不絹であるが，今世紀の初期に

はシャイフ・マンスールというサトク廟の著名なシャイフが存在した。禽身この人物の

弟子であったという主sa　YQsuf　Alptel〈in氏1こよると，シャイフ・マンスールはアブー・

ナスル・サーマーニーの子孫であり，代々サトク・ボグラ・ハン麟の墓守（tttrbedar＞で

あったという。彼はアルトゥシュ以外にもカシュガルやイェンギ・ヒサールの町に

睡藤a，dargahを持ち定期的にそれらを巡圃していた。更に興瞭深いことには，アルプテ

キン氏はこのシャイフはK轍diriyyaのシャイフであったとも証言している［Ta§g11985

：154］。彼の妻はアルトゥシュ幽身の欝豪耳usayn，　Baha　am諭兄弟の姉妹であり，そ

の息子‘Abd　al畢adirは粟トルキスタンからイスタンブルへ赴いた最籾の留学生のひと

りであった。1914年，アブド・アルカーディルがA阜med　Kemalなるトルコ人青年教師

を伴ってカシュヴルへ帰還し，アフメト・ケマルが新式学校を開校すると，シャイフ・マ

ンスールは息子のMu麺al－D鶏を一番に入学させた［A麺ed　Kema11925：961fi｝］。

　アブド・アルカーデKルはその後（詳しい年代は不明）Samanという姓を名乗り（正し

くナスル・アッディーン・サーマーニーに逃む姓である），東トルキスタンの政界で活動

を続けた。1936年2月には爾京へ赴き，アルプテキンとともに国民党の周辺で工作した

［Ta§gi　1985：28！］。　Ma‘sgd§abrrが新彊雀主席に就任した1％7年頃に撮影されたと思

しい一一葉の晦：真には，マスードを中に，当時の政治指導者たち，アルプテキン，Burhan

SahTdT（即ち新麗「解放」時の奪膿包爾漢〉，M噂ammad　Am加Bugra　eしてアブド・アル

カーディル・サマンが並んで写っている［Ta§g11985：巻末の二燭1真］。彼が重要なポスト

にあったことが窺えるが，現段階では詳細は不明である。これ以後の彼の旧恩について

も知るところはない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　蛇．足ながら以上述べ来たったところを整理しておこう。955－956年に死亡したと伝え

られるサトク・ボグラ・ハンの墓廟は13－14世紀の交には確かに存在していた。その後

一三は薦廃に帰したのではないかと疑われる節もあるが，遅． ｭとも16世紀中葉以繭には，

サトクを聖者であると晃なす伝承が成立していた。この伝承の成立に隙ら関わったか，．

もしくは少なくともその流布に寄与したホージャ・ムハンマド・シャリーフは，サトク

廟を麟らの宗教的権威の源泉とし，モグーリスターンのハンをしてこれを尊崇せしめた。

17世紀にもハン家とサトク廟の関係は継続し，ハンは先祖代々シャイフの地位を世襲す

ると称する者に対し安堵状を与え続けた。マフドゥーミ・アーザムの子孫たち，就ゆイ

スハーキーヤは，1重i月たちがサトクの子孫であることを藁三醸してサトク廟を勢力下に収

めようと努め，事実清朝征服の繭夜には，霞らの権威によってシャイフを任命していた。

しかし，19世紀半ばのシャイフー家はイーシャーニーヤの与党であり，清朝支配に対する

反乱やヤークーフ・ベグ政権及び清朝の再征服後の諸事件において若干の役割を演じた。

20世紀初頭には開明的なシャイフが現れ，その患子は開化主義的民族運動に深く閥与し

た。かくの知く，サトク・ボグラ・ハン麟は，イスラム化以後の東トルキスタンに対し一

貫して重要な歴史舞台を提供し続けて来たと言えよう。

Il．und，　prov，　227

〈IO）g；unfin　’　yangii，gT　mazar－i　“　pur－aflwar－i　＊　fayg－zalcnriari　bilti　awlcaflanga　aban　‘an　gadcl　gayb　wa

　imttawcall’i’　wa　EcaaEIT　kelgng　bawal〈’i’n－i　mx｛liyya　’　wa　salasTn－i　s：ibi｝．〈a　’　musallam　t／utup　1）u．．．

（：11）kib’ilarni　be・ip重ka・dUk出獄騨d・（1・iz＞t・尽l　m・9a・i1・蜘II顧・y奪wa　m・t・wai1・w・琴圃1－

　kmi　musallam　tutup　httmaxyun　yarii，g，　lanmng　madmgnig’　d’　mut．t’ali・　bolup　biiip．，，

（12傾聴葺wa鍾am　gayb　wa　mutawalEI　w・脚越111茎）bu鵬aza・べpur－anwaビnng　M・b’had

　iiawa’thTsiaagi　olturgran　mugawir　’　wa　musaiir　’　yerll｝〈　wa　yersiz　kisYl’ltlri　kim　bu　buzllrgwcarga，，．

（13）gahan－mu飽＊麺rきTd一蓉1憤r＊ξalak．irti・faa‘　e　k6rgきig　mttgar三｝ayhni蓉ayむwa　mutawall了wa緯φ

　bilip　wa　musal｝am　tutup　hTg．　1〈im　ball〈i　SiTg　afar’i’cla　bu　maghacl－i　mutabarral｛aga　wa　（madkur

　hoigan）　iligti．．．

（14）　hrg　mammar　wa　rah－gu璽ardm　munaza‘at＊lt　mub’aral（at：＊tt　mud麺araビkdip　mazahim　u

　mutaLarr1d　bolup　taきw譜一三麺tir　bermtas麺nltar　wa　yenll　bu　madkar　boigan　awk証yerlari！1i＿

（！5）kilgan　wa　ba．ig　etktiR　1〈igil｝’ir　clih－yakm．gizlarni　1〈adlm　dasttrmir　biia　rzastkk　lqlip　garr“at－i　garra

　yosuni　biEa　beringizlar　muscit’r　i｝ayhni　gaylvi　wa　mutawa＃T　wa　1．cnc　cli．．．

（！6）wa　il〈rarn．’iannl　lcama　hakkuhu　be鮪keEtttrif．p　olarn三ng　r’ay　wa　istiswabm　6zga　kllmay

　amriar圭iU　w螂b酎譲・il油11ip　b・y・・奮ag　ma§la与a二三mat…
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（17）k・Em・・glz1・・b・m．・91・a・y・・1装謡w・（・i・）bτ一ゆw・bT一・u麺t酬・F…if・b・1・p・i・n‘・t＊ポim－

　　arat　kilmangizlar　zira’at　tt　‘imarat　kil．gan　i〈igilar　buyur．．．

（18＞be重my　ke豆匙ur獄銭s謎ar　muき5r　ilayhga　i～ln　berd這k　k重！n　a玉1p　I｝i（lmatni　begay　ke藍銭1r猛r　k驚i豆arg展

　　　bersuniar

Lund，　prov，　222

〈　1　＞bi－smi　subhaAahu

（2＞zubda－l　awl認一頁asu田1撫h

（．　3　＞hadrat－i　h．wagam　padigTdh　amr－i　garTf｝a’rdin

〈　4　＞Kaggar　mamlakat！mng　hukimi　wa　igil〈一ag’　as，i　beg　wa　begat　gamT‘一i　a“a｝T－i　razgar　wa　mawniT－i

（　5　＞namdRc　r｝ari　baglig　gong　1〈igik　hama｝an　‘ala　’｝一bu＄as　Artug　mawdi‘ining　a‘yan一！　‘asllan

（6）Waきayhlar　ba甑9墓a撚丁㌧i　fukaraslga　a籍dag　r鵬n舳Ubarhan　bOISU恥k油．　maghat－daki　maZar－

　　　1　pur－anwarga

（7）（玉arra－war倉’1一糞u獄司munasibat－i　s雛r了wa　munasibfit－1獄a」nawT　bar　ijgttn　l〈adTmtinきay套一1

　　　mazarlan　biznlng

（　8　）aba－i　kifam　wa　agdad－i　‘igic　mdin　murabbas　bolup　kelgan　ikttn　gol　Tzni（sic）　bilan　biz　ham

　　　蓉ayむ！｝waganiきrZU－Yl

（9）mlra圭wa梅bi互iyyat－1蓉ayb－i　maZarh琢自a　tagwTz尽鳶p　ed越k　a｝参譲Ol　dUny置一y1盤nT（玉in‘cnlarn－T

　　　（sic）　b：lcTga　intikxl

（IO）kilgan　takrrbidin　ogh　Mτr耳wa首am　bila　ma‘rifat－i　fuclalat　wa　l〈ubiliyyat　arzuツ1　war！at一・

　　　首ayh－1

〈11）mazariil〈ga　rubsat　￥ilduk　bi－gart　ol－kim　musixr　i｝ayli　ham　yangi　gil〈kan　maghab　wa　bid“at

　　　igiarga

（12）亀am・Ucilm・y・ipahT・h彗9・sa1嶋1・・g・t・1・輝｝融lhP・1　tn’Tf・齢・玉ga蜘τw・m…bb了

　　　bilmay

（］，3）hamisYa　dTn－i　muhammadT　wa　garl‘at－i　mustafawiyyaga　‘arnal　iqhp　amr　nahyni　be－ga　kelturifp

　　　6zini　salah　wa

（14）farsalik　bilan　tutup　hTg　mahallda　mazzar－i　pur－anwarning　h．idmat｝amda　izhzar一！　taksTr　kilmay

　　　hakk－i　・
〈15）bidmatm　kamn　ijal〈kuhu　be－gg　1〈eitgrifp　turgay　bu　yasunda　tursa　har　negulc　1〈is’i　ta‘annut　u

　　　ta‘arrud　da‘vva－yi

（16）girakat　ki｝masun　bolmasa　bu　garafl〈a　kimdti　buy－i　garafat　tola　zuharga　kelsa’　abir　gol　mugar－

　　　raf　bolmaki
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（17＞　lazTm　（sic）　gunan？a　kawl－i　mutal〈addamTn　na　kabil－st　har　ki　bi－dawlat　namlrasad　warna

　zaτ嶽護na　dar　ta豆ab獄ard－i　kabi玉一st

（18）bas　bu　ta’kTdat　a　naFath－i　kamilani　mugar　ilayhga　gamil　tutup　tobu　yili　ta’rlbga　ming

（19）yifz　ellig　beg　rabT‘　ul－awwal　aym1ng　begi　gamba　kttni　‘inayat　nama　bitildi

注

　1）mata　Sa笛琴Bugrff碁zan　al－Gazr負sanat　344　wa　maghaduhuもi－Art聴m圭n寧ura　Ka亀ar　wa

　　（huwa）　al－yawm　ma‘mar　wa　mazar，

2）マフムード・カーシュガリーは「artu6，ネズの木。カシュガルにはアルトゥチという名の二つの

　　村がある。」〔Dankoff　1982：127］と言うのみであるが，こ（ρ二つの村とは，上（Ustifn）と下

、　（Astm）のアルトゥシュのことに外ならない。一方フドゥーF“・アル・アーラムにはB．rtugなる

　　Yagm：の村の名が見え，MinorskyはこれをArt嬉と読んでいる。「蛇が勝利を博した（多く繁殖

　　　した〉ので人々はこの村を放棄した」という記述からミノルスキーは“The　legendary　details　on

　　the　decay　of　Artifj　are　likely　to　the　time　before　Satuq　Boghra－khan’s　bufial　in　344／955（　？　）

　　because　lslamic　tradition　would　hardly　have　allowed　the　resting－place　of　a　famous　champion

　　oHslam　to　became　a　ruin［M癒orsky：96，281］”との推論を引き繍している。が，もしそうだと

　　すれば一量は廃櫨になった村に墓所が営まれたことになり，これも些か臆に落ちない。

3）Tadkira．i　Bugra寧nl，　lnstitut　VQsto1（ovedenila，　D112，　ff，54v－55r．サトクのこの世への出現が

　　預需養の死後333無であるとの記述は興昧深い。即ちムハンマドの死から333妬後は344奪，ジャ

　　マール・カルシーが伝えるサトクの死去の年に外ならない。

4）ムハンマドの夜回。Jamel　Eddin　Bencheikh，　Le　voyage　nocturne　de　Mahomet，　Paris　l988が最近

　　の優れた研究である。

　5　）　￥waga　Muhammad　Sarrt．．．　‘umarlar　sarf　ljylap　tasnTf　kflgan　wa　ta’ITf　rugtasyga　algan　bu　kira－

　　mat　intisablarrnrng　rukn　sozlb’ri　kim　fasTh　ibaratlar　wa　latif　iguratiar　birla　parsT　lugat　ila　args－

　　ta　erdi．

　6）niyazなる語の意味については，Hamada　l990b：476を見よ。

　7）この部分は澤田氏によりすでに和訳されている［澤田1987：68－69］。

　8）この部分には露訳がある［lbragimov　l969：235一一236］。

　9）事実は，西暦1606年はイヌ郊ではなく，1677隼もサル年ではない。この翻麟については，Hamada，

　　sous　Presseで述べた。

10）　amma　hadrat－i　Mahdttm－i　A‘zam　kuddisa　sirruhu　az　awlad　u　ahfad－i　hadrat－i　sultan－i　sultanan

　　Satgk　Bugra　gan　wa　Sulsan　llak　magT　bttda　and　dar　awwal－i　m　kitab　navigta　gud　padigahyyi

　　sarTra　purtafta　salsanat－i　ma‘nawT　waFil　gagt　［Anis　at－edilibin，　Bodeleian　Library，　Ms．　lnd，　lnst．
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　Pers．45，鼠87v－88r．］。この罵：本は，故鴫田嚢三：1乙先生が将来された写翼から堀薩氏がコピーされ

　たものをさらにコピーして使用させていただいた。從って引用の丁数には誤りがあるかも←れな

　いQ

l．1＞この作晶には，二系統があり，より長編のものが本来で，それをやや節略したものが第二の

　ヴァージョンである。この節略本の写本中には乃4肋編σα！～伽と題されるものがある藤a三nada

　l990a：112－ll．3］が，これにはブルハーン・アッデ（一ンの物議りは含まれていない。この物語

　については，ひとまず［ffartmann　l976：196一・197；Shaw　l897：31－32］を参照せよ。

王2）例えば彼はtティムーールの夢就にたったと伝えられている［Tauer：72－73：Urunbaev　1972：

　330］　．バーブル・ナーメにもHw礪a　MawlaHa　Ka磁の先掘はブルハーン・アッディーン・クル

　チであると述べられているが〔Beveridge玉971：M6］これをHi醸yaの著者と嗣一視する

　［Beveridge　1969：21］の1ま誤解であることは，Kandi．“c＞iaにSagir6T，　Kili6，　MarginzanT（＝Sah重b

　鑑d町a）の鷺人のブルハーン・アッ．ディーンが列挙されていることからも明らかである［Afgar

　l955　：　88］0

！3＞　walida－i　hadrat－i　‘azTzan　az　sadat－i　Kaggar　wa　awl：d－i　Sayyid　II）iyaw　al一・DTn　ancl　dar　zaman－i

　Sttltan　Ygsuf　｝｛．　an　bi－Sayyid　1）iya’w　a｝一1）in　nawwara　markaclahu　muktadz－yi　ahd　b“d　hRlat－i

　sayyid－i憩a曇k敬dar　Ta’r塾一l　Ra獣dT－yi　Miエz翫Hay（lar　Dllgi議t嵐abt　nam琶da　ast　az：n　9三hata

　hadrat－i　“azTzan　｝vialpe．dllm－i　A‘zam　h，witga－i　Kagg．　ar　tl．　itab　mT－kardand［Anis　al－talibi？z，　f．　88r］

14）この人物については確かにターリーヒ・ラシーディーに欝及があり，ユーヌ．ス・ハンは彼をバ

　ダフシャーンの四丁嚇Sah　Sul壊a　Muhammad　BadahgTの許へ遣わして，その嬢との婚嬢を求

　めたとi：言己され．ている［Or．157，　f．73r］。

15）yenti　b圭r与aramlarinmg　a蝦BTbT6a－i　K薦蓼盆rT　atar　erdilar　Sul重an　Sat霞琴13ugra享an　Gaz憩hlg

　awladlanclm　erdi　ya‘nr　gvr－i　yazdan　AIT　Uwaga　lshmk　Wa｝T　bll　iarzand－i　arg“umandlarl’　bu

　haramlar｝din　erdilar［Or．9962，　f．　8　r　“’　v］　．．

16）アブ．メト・ケマルの新纒における酒動については，冠amada　1990　c：29　一　48を見よ。
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